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★当 ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／国内／株式
信託期間 無期限（設定日：2000年 2 月25日）
運用方針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。
主要投資
対　　象

わが国の金融商品取引所上場株式および店頭
登録株式

株　　式
組入制限 無制限

分配方針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売
買益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、基準価額の水準等を勘案して分配金額を
決定します。ただし、分配対象額が少額の場
合には、分配を行なわないことがあります。

運用報告書（全体版）
第53期

（決算日　2026年 8 月24日）
（作成対象期間　2026年 2 月25日～2026年 8 月24日）

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
当ファンドは、わが国の株式に投資し、信

託財産の成長をめざしております。当作成期
につきましてもそれに沿った運用を行ないま
した。ここに、運用状況をご報告申し上げま
す。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、

お願い申し上げます。

◇TUZ0107320260824◇

新経済大国日本
（愛称：テック・スラッガー）



新経済大国日本

決　　算　　期
基 準 価 額 TO P I X（配当込み）

株　　式
組入比率

株　　式
先物比率

純資産
総　額（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

49期末（2024年 8 月26日） 13, 901 350 1. 6 4, 526. 79 0. 7 94. 9 ― 1, 536 
50期末（2025年 2 月25日） 13, 916 0 0. 1 4, 687. 95 3. 6 97. 4 ― 1, 420 
51期末（2025年 8 月25日） 14, 611 700 10. 0 5, 415. 50 15. 5 98. 4 ― 1, 443 
52期末（2026年 2 月24日） 18, 368 950 32. 2 6, 729. 06 24. 3 98. 1 ― 1, 851 
53期末（2026年 8 月24日） 19, 863 450 10. 6 7, 267. 11 8. 0 97. 8 ― 1, 902 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 3）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

 最近5期の運用実績

配当込みＴＯＰＩＸ（本書類における「ＴＯＰＩＸ（配当込み）」をいう。）の指数値及び同指数に係る標章又は商標は、株式会社
ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用な
ど同指数に関するすべての権利・ノウハウ及び同指数に係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸが有する。ＪＰＸは、同指
数の指数値の算出又は公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負わない。当ファンドは、ＪＰＸにより提供、保証又は販売される
ものではなく、当ファンドの設定、販売及び販売促進活動に起因するいかなる損害に対してもＪＰＸは責任を負わない。
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■基準価額・騰落率
期　首：18, 368円
期　末：19, 863円（分配金450円）
騰落率：10. 6％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

国内株式市況は、ＡＩ（人工知能）・半導体関連株が相場をけん引し、上昇しました。このよう
な中で、経済大国日本復活への推進力となることが期待される企業の株式を中心に投資した結果、
基準価額は上昇しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

基準価額等の推移について 

運用経過

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
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 年　　月　　日
基　 準　 価 　額 ＴＯＰＩＸ（配当込み） 株　　式

組入比率
株　　式
先物比率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2026年 2 月24日 18, 368 ― 6, 729. 06 ― 98. 1 ―

2 月末 18, 887 2. 8 6, 947. 17 3. 2 98. 8 ―
3 月末 16, 090 △ 12. 4 6, 229. 53 △ 7. 4 98. 4 ―
4 月末 18, 754 2. 1 6, 638. 55 △ 1. 3 99. 0 ―
5 月末 21, 566 17. 4 7, 052. 48 4. 8 99. 1 ―
6 月末 22, 449 22. 2 7, 126. 60 5. 9 98. 4 ―
7 月末 19, 967 8. 7 7, 142. 20 6. 1 98. 9 ―

（期末）2026年 8 月24日 20, 313 10. 6 7, 267. 11 8. 0 97. 8 ―
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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■国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
国内株式市況は、当作成期首より、米国とイスラエルがイランへの軍事作戦を開始し、イランに
よってホルムズ海峡が事実上封鎖されて原油価格が急騰したことから、大幅に下落しました。2026
年 4 月以降は、ＡＩ（人工知能）・半導体関連株の集中物色で大幅に反発したほか、米国とイラン
の和平交渉の進展期待も相場を押し上げ、上昇しました。 7月には、上昇をけん引してきたＡＩ・
半導体関連株の一角が急落したものの、これまで物色の圏外にあった銘柄にも買いが入って底堅く
推移し、当作成期末を迎えました。

投資環境について （2026. 2. 25 ～ 2026. 8. 24）

前作成期末における「今後の運用方針」

グローバルな大競争時代を勝ち抜き、経済大国日本（技術立国日本等）の復活への推進力となるこ
とが期待される企業の株式を中心に投資し、株式組入比率は90％程度以上を維持しました。
業種構成は、電気機器、化学、精密機器などの組入比率を高位にしました。個別銘柄では、アドバ
ンテスト、ソニーグループ、東京エレクトロンなどを組入上位としました。

ポートフォリオについて （2026. 2. 25 ～ 2026. 8. 24）

当ファンドでは引き続き、グローバルな大競争時代を勝ち抜き、経済大国日本（技術立国日本等）
の復活への推進力となることが期待される企業への投資を行います。長期的には株価は企業価値を正
しく反映するとの哲学に基づき、企業の持続的な成長を支える研究開発投資等に着目をし、長期的な
企業価値向上が期待される企業への投資を行う方針です。上記を踏まえ、中長期的な視点から保有銘
柄や投資候補銘柄の事業環境および業績動向、成長戦略、研究開発投資等の進ちょく状況などを精査
し、個別銘柄の選別を重視した運用を行っていきます。
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当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

（％）

当　期
（2026. 2. 24～2026. 8. 24）

基準価額
ＴＯＰＩＸ（配当込み）

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

12. 0
10. 0
8. 0
6. 0
4. 0
2. 0
0. 0

ベンチマークとの差異について

当作成期の 1万口当り分配金（税込み）は下記「分配原資の内訳（ 1万口当り）」の「当期分配金
（税込み）」欄をご参照ください。
収益分配金の決定根拠は下記「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

 ■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 139. 26円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 1, 707. 35　
（ｃ）収益調整金 4, 441. 60　
（ｄ）分配準備積立金 6, 685. 34　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 12, 973. 56　
（ｆ）分配金 450. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 12, 523. 56　
（注） を付した該当項目から分配金を計上しています。

 ■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2026年 2 月25日
～2026年 8 月24日

当期分配金（税込み） （円） 450 
対基準価額比率 （％） 2. 22 
当期の収益 （円） 450 
当期の収益以外 （円） ―  

翌期繰越分配対象額 （円） 12, 523 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。

分配金について
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当ファンドでは引き続き、グローバルな大競争時代を勝ち抜き、経済大国日本（技術立国日本等）
の復活への推進力となることが期待される企業への投資を行います。長期的には株価は企業価値を正
しく反映するとの哲学に基づき、企業の持続的な成長を支える研究開発投資等に着目をし、長期的な
企業価値向上が期待される企業への投資を行う方針です。上記を踏まえ、中長期的な視点から保有銘
柄や投資候補銘柄の事業環境および業績動向、成長戦略、研究開発投資等の進ちょく状況などを精査
し、個別銘柄の選別を重視した運用を行っていきます。

今後の運用方針
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項　　　目
当　期

（2026. 2. 25～2026. 8. 24） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  163円 0. 825％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は19, 706円です。

（投 信 会 社）  （75） （0. 380）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （77） （0. 391）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社）  （11） （0. 054） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  16   0. 079  
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式）  （16） （0. 079）

有価証券取引税  ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  1   0. 003  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用）  （1） （0. 003） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　　　 計  179   0. 907  

（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

1万口当りの費用の明細
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参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 67％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
1. 67％

運用管理費用
（投信会社）
0. 77％

運用管理費用
（販売会社）
0. 79％

運用管理費用
（受託会社）
0. 11％

その他費用
0. 01％
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 ■売買および取引の状況
 株　　　式

（2026年 2 月25日から2026年 8 月24日まで）
買　　　　付 売　　　　付

株　　数 金　　額 株　　数 金　　額

国内
千株 千円 千株 千円

102. 5 544, 874 158. 6 690, 786 
（ 14. 9） （ ―） 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2） （　）内は株式分割、合併等による増減分で、上段の数字には含まれており

ません。
（注 3）金額の単位未満は切捨て。

 ■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（2026年 2 月25日から2026年 8 月24日まで）

項　　　　目 当　　　　期
（ａ）期中の株式売買金額 1, 235, 660千円 
（ｂ）期中の平均組入株式時価総額 1, 882, 595千円 
（ｃ）売買高比率 （ａ）／（ｂ） 0. 65 
（注 1）（b）は各月末現在の組入株式時価総額の平均。
（注 2）単位未満は切捨て。

 ■主要な売買銘柄
 株　　　式

（2026年 2 月25日から2026年 8 月24日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価

千株 千円 円 千株 千円 円
トヨタ自動車  20. 7 59, 764 2, 887 村田製作所  8. 8 88, 563 10, 064 
住友電工  4 54, 124 13, 531 イビデン  3. 9 80, 212 20, 567 
東京応化工業  4 44, 895 11, 223 ＴＤＫ  16 62, 743 3, 921 
信越化学  6 43, 747 7, 291 ＳＭＣ  0. 7 49, 878 71, 255 
キオクシアホールディングス  0. 4 41, 059 102, 647 ミネベアミツミ  9. 3 43, 042 4, 628 
堀場製作所  1. 3 37, 799 29, 076 富士通  13 41, 197 3, 169 
富士電機  2. 5 36, 716 14, 686 京セラ  9. 8 36, 213 3, 695 
オムロン  6 36, 633 6, 105 アドバンテスト  1 27, 855 27, 855 
朝日インテック  10 35, 084 3, 508 第一三共  9 25, 575 2, 841 
テルモ  12. 6 29, 042 2, 304 三菱電機  4 24, 275 6, 068 
（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。

 ■利害関係人との取引状況等
 （1）当作成期中の利害関係人との取引状況

（2026年 2 月25日から2026年 8 月24日まで）
決 算 期 当　　　　　　　期

区分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況 B

B/A 売付額等
C

う ち 利 害
関係人との
取引状況D

D/C

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 544 41 7. 6 690 127 18. 4 
コール・ローン 3, 281 ― ― ― ― ― 

 （2） 当作成期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人
への支払比率

（2026年 2 月25日から2026年 8 月24日まで）
項　　　　目 当　　　　期

売買委託手数料総額（Ａ） 1, 510千円 
うち利害関係人への支払額（Ｂ） 204千円 
（Ｂ）／（Ａ） 13. 5％ 

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第 1項に規定される
利害関係人であり、当作成期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証
券株式会社です。
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■組入資産明細表
国内株式

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額

千株 千株 千円
化学（21. 7％）
旭化成 35. 7 29. 7 48, 514 
レゾナック・ホールディング 5. 7 5. 2 82, 030 
日産化学 7. 8 7. 8 62, 938 
信越化学 ― 6 36, 306 
三菱瓦斯化学 6. 5 8. 5 32, 767 
東京応化工業 ― 4 34, 520 
日油 9. 6 12. 3 34, 310 
花王 2. 9 5. 8 20, 688 
富士フイルムHLDGS 10. 3 16 52, 496 
医薬品（6. 9％）
中外製薬 4. 7 7. 6 53, 101 
ロート製薬 7. 5 ― ― 
第一三共 14. 7 12 34, 296 
大塚ホールディングス 3. 3 3. 3 40, 293 
非鉄金属（1. 9％）
住友電工 ― 16 34, 424 
機械（8. 6％）
ディスコ 1 0. 9 55, 278 
ＳＭＣ 0. 6 ― ― 
クボタ 12. 3 10 27, 805 
三菱重工業 21. 7 19. 4 76, 727 
電気機器（45. 1％）
キオクシアホールディングス ― 0. 4 20, 372 
イビデン 7. 2 3. 3 62, 023 
ミネベアミツミ 3. 3 ― ― 
三菱電機 8. 5 4. 5 25, 056 
富士電機 ― 2. 5 35, 162 
オムロン ― 6 37, 842 
日本電気 11. 9 5. 9 27, 771 
富士通 20. 2 7. 2 26, 640 
セイコーエプソン 3. 6 ― ― 
パナソニック ホールディンク 8. 1 8. 4 36, 523 
ソニーグループ 29. 8 27. 3 105, 105 
ＴＤＫ 16 ― ― 
日本光電工業 7. 3 ― ― 
堀場製作所 ― 1. 3 30, 127 
アドバンテスト 4. 4 3. 4 117, 300 
シスメックス 4. 9 8. 9 17, 377 
ファナック 13. 2 13. 2 79, 886 
浜松ホトニクス 13. 9 13. 9 32, 470 
京セラ 9. 8 ― ― 
村田製作所 20. 1 11. 3 79, 857 
東京エレクトロン 2. 1 1. 9 104, 785 
輸送用機器（7. 0％）
デンソー 21. 7 12. 3 23, 868 
トヨタ自動車 ― 20. 7 64, 687 
アイシン 10. 6 6. 3 14, 326 
本田技研 14. 5 ― ― 
スズキ 16. 6 12. 6 26, 793 
精密機器（8. 9％）
テルモ 9 21. 6 56, 062 
オリンパス 7. 3 ― ― 

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2026年 8 月24日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 1, 965, 667, 115円

コール・ローン等 102, 712, 115  
株式（評価額） 1, 860, 740, 000  
未収配当金 2, 215, 000  

（Ｂ）負債 63, 246, 554  
未払収益分配金 43, 100, 167  
未払解約金 4, 267, 071  
未払信託報酬 15, 827, 332  
その他未払費用 51, 984  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 1, 902, 420, 561  
元本 957, 781, 496  
次期繰越損益金 944, 639, 065  

（Ｄ）受益権総口数 957, 781, 496口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 19, 863円

＊ 期首における元本額は1, 007, 821, 464円、当作成期間中における追加設定元本額
は45, 551, 372円、同解約元本額は95, 591, 340円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は19, 863円です。

 ■投資信託財産の構成
2026年 8 月24日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
株式 1, 860, 740 94. 7 
コール・ローン等、その他 104, 927 5. 3 
投資信託財産総額 1, 965, 667 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額

千株 千株 千円
ＨＯＹＡ 3. 1 2. 8 69, 706 
朝日インテック ― 10 40, 500 

千株 千株 千円

合 計
株 数、 金 額 411. 4 370. 2 1, 860, 740 
銘柄数＜比率＞ 39 銘柄 39 銘柄 ＜97. 8％＞

（注 1） 銘柄欄の（　）内は国内株式の評価総額に対する各業種の比率。
（注 2） 合計欄の＜　＞内は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 3）評価額の単位未満は切捨て。

＊ 同じ銘柄名が複数表示される場合、同一銘柄名であっても市場や通貨等が異なる
場合があります。また、銘柄名称が長い場合、名称の一部が表記されない場合が
あります。
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 ■損益の状況
当期  自 2026年 2 月25日  至 2026年 8 月24日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 14, 535, 572円

受取配当金 14, 422, 347  
受取利息 113, 225  

（Ｂ）有価証券売買損益 178, 209, 220  
売買益 374, 715, 012  
売買損 △  196, 505, 792  

（Ｃ）信託報酬等 △  15, 879, 316  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 176, 865, 476  
（Ｅ）前期繰越損益金 640, 309, 599  
（Ｆ）追加信託差損益金 170, 564, 157  

（配当等相当額） （ 425, 408, 781）
（売買損益相当額） （△  254, 844, 624）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 987, 739, 232  
（Ｈ）収益分配金 △  43, 100, 167  

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 944, 639, 065  
追加信託差損益金 170, 564, 157  
（配当等相当額） （ 425, 408, 781）
（売買損益相当額） （△  254, 844, 624）
分配準備積立金 774, 074, 908  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 13, 338, 272円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 163, 527, 204　
（ｃ）収益調整金 425, 408, 781　
（ｄ）分配準備積立金 640, 309, 599　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 1, 242, 583, 856　
（ｆ）分配金 43, 100, 167　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 1, 199, 483, 689　
（ｈ）受益権総口数 957, 781, 496口

 収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
1 万 口 当 り 分 配 金 （税 込 み） 450円

●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、決算日現在の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）
を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
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